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序 文

わが喜界島は，新世代第3紀の島尻層を基盤に，琉球石灰岩，志戸桶層隆起珊瑚礁及

び砂丘等の層から形成された島です。

本町における最初の埋蔵文化財調査は昭和32年に九学会によって行われ，荒木農道遺

跡，厳島神社貝塚などが発見されました。遺物は縄文時代後期の土器片，石斧，貝器，

骨角器等が出土しています。

その後も昭和61年度に先山遺跡とハンタ遺跡，昭和63年度に島中B遺跡，平成 2年度

に青り花遺跡，平成 3年度に穴川・受水遺跡，平成 4年度にオン畑・巻畑B ・巻畑c.

池ノ底遺跡，平成 5年度にウ川田・前ヤ・上田遺跡、の発掘調査が行われています。

今回は，県営畑地帯総合土地改良事業(塩道・湾頭原地区)に伴い， I提り・後田・

水口・竿ク遺跡発掘調査事業」として県教育庁文化課及び県立埋蔵文化財センターの指

導・援助を得て 平成 6年 9月から10月にかけて発掘調査を実施することができまし

た。

本書はその報告書であります。今後この資料が地域の歴史研究，学校教育及び社会教

育の場で活用され，埋蔵文化財への関心が高まり，広く文化財保護への理解が深まって

いくことを期待します。

発行にあたり，県立埋蔵文化財センターの先生方をはじめ，土地所有者や発掘作業員

の方々など，この調査に際して多くのご理解とご協力をいただいた関係各位に厚くお礼

を申し上げます。

平成8年 3月

喜界町教育委員会

教育長平 義哉
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例 仁'

1 本報告書は，県営畑地帯総合土地改良事業(塩

道・湾頭原地区)に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

である。

2 調査は喜界町教育委員会が主体となり，鹿児島県

教育庁文化課及び鹿児島県立埋蔵文化財センターの

協力を得て実施した。

3 出土遺物中の獣骨については 鹿児島大学農学部

教授西中川駿氏の指導・協力を得た。

4 本書で用いたレベル数値は すべて海抜絶対高で

ある。

5 遺物番号は通し番号であり 本文及び挿図・図版

の番号は一致する。

6 本文中遺構の表記について，以下の記号を用いた。

柱穴，ピットー.. p 

7 現場における実測・写真撮影は倉元良文，鶴田静

彦，今村敏照が行い，遺物の実測 ・実測図のトレー

ス・写真撮影は倉元，今村が行った。

8 本書の執筆担当は以下のとおりである。

第I章 ・第皿章 ・第百章 ・第V章 今村

第E章 倉元

第刊章 西中川

9 本書の編集は倉元，今村が行った。

10 本遺跡の出土遺物は喜界町教育委員会で保管し，

展示 ・活用するものである。
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第I章調査の経過

第1節調査に至るまでの経過

鹿児島県農政部農地整備課(喜界土地改良出張所・以下県農政部)は大島郡喜界町塩道及び湾頭

原地区において 県営畑地帯総合土地改良事業を計画し 事業区内の埋蔵文化財の有無について鹿

児島教育委員会文化課(以下文化課)に照会した。

これを受けて，鹿児島県立埋蔵文化センター(以下県埋文センター)と喜界町教育委員会社会教

育課(以下町社会教育課)が平成 5年度に埋蔵文化財分布調査を実施したところ，事業予定区内に

4ヵ所の遺物散布地が確認された。

この分布調査の結果をもとに，県農政部・文化課・町社会教育課は埋蔵文化財の保護と事業の推

進の調整を図るための協議を行った結果，事業着手前に埋蔵文化財確認調査(以下確認調査)を実

施することになった。

確認調査は喜界町教育委員会が調査主体者となり 発掘調査は県埋文センターに依頼した。

第 2節 調査の組織

発掘調査主体者 喜界町教育委員会

発掘調査責任者 喜界町教育委員会教 =円t 長 平 義哉

発掘調査事務担当 喜界町教育委員会社会教育課課 長 榊 忠洋

'l // 'l 課 長補佐 児玉右一

'l 'l 'l 派遣社教主事 高リ 宏人

発掘調査担当者 鹿児島県立埋蔵文化財センタ一 文化財主事 倉元良人

// 'l 文化財主事 鶴田静彦

ク // 文化財研究員 今村敏照

発掘作業員

大喜悦次，小田トミ子，開 フミ子，上山満則，上山はつみ，樹本 政，樹本トスエ

香島スエノ，桜井 クニ，篠原繁四郎，篠原 タケ，竹下直次郎，富崎セイ子，西 孝江

増田芳江，宮内トシ子，都 忍，安田繁元，吉崎ツネ子，吉原絹代，寓 典子

整理作業員

伊集院香代子，伊口 亮子，池田成子，今村むつみ，岩崎律子，川田美津子，木田安枝

郷司山いつ子，後堂悦子，小山君子，四丸久美子，竹下淳子，竹添つるえ，徳永郁代

徳永美喜子，鳥巣のり子，中名主和子，西 清子，野入満喜子，野口 久子，早川 孝子

東志津子，平山順子，福田智子，福元俊子，福屋民江，細田律子，本多直子

前田秀子，前固まさこ，前之園俊子，松元雅子，森 静江，安永一葉，行船順子



第3節調査の経過

発掘調査は，平成6年9月5日から 9月14日及び10月3日から10月7日までの内12日間実施し，

その後県立埋蔵文化財センターにおいて整理・報告書作成作業を行った。以下調査の経過概要を，

調査日誌より抄述する。

9日5日(月)

6日(火)

7日(水)

8日(木)

9日(金)

13日 (火)

〔竿ク遺跡〕

機材搬入・テント設営の後 作業員に発掘事前説明を行う。 1~ 3トレン

チを設定。重機により表土を削除し 掘り下げを開始。

〔竿ク遺跡〕

1 ~ 3トレンチからは遺構・遺物ともに発見されず。写真撮影，土層断面

図作成。埋め戻し。

〔提り遺跡、〕

機材搬入，テント設営，プレハブ設置。 1~ 5トレンチを設定。重機によ

り表土を削除し，掘り下げを開始。

〔後田遺跡〕

1トレンチを設定。重機により表土を削除。

〔水口遺跡〕

1 . 2トレンチを設定。重機により表土を削除。

〔提り遺跡〕

1 ~ 5トレンチの掘り下げ。すべてのトレンチの困層上面でピット状遺構

を検出。1トレンチのビットから須恵器出土。写真撮影。

〔水口遺跡〕

1・2トレンチの掘り下げ。2トレンチの掘り下げ完了。遺構・遺物な

Lo写真撮影。

〔提り遺跡〕

3トレンチの遺構平面図作成。2・4トレンチのピット掘り下げ。

〔水口遺跡〕

1トレンチの掘り下げ完了。遺構・遺物なし。写真撮影。

〔提り遺跡〕

1トレンチを拡張し ビットを掘り下げ。4トレンチの遺構平面図作成。

6 ~12 トレンチを設定し 重機により表土を削除。6・8トレンチの掘り下

げ。ともに皿層上面でピット状遺構を検出。6トレンチのビ ットから須恵器

出土。写真撮影。

〔後田遺跡〕

1トレンチの掘り下げ完了。遺構・遺物なし。写真撮影。

〔提り遺跡〕

3~6 ・ 8 トレンチの遺構平面図・土層断面図作成。 写真撮影。 7 ・ 11 ト

レンチの掘り下げ。11トレンチの皿層上面でビ ット状遺構検出。磨石・須恵

ー - 2 -



14日(水)

10月3日(月)

4日(火)

5日(水)

6日(木)

7日(金)

器・類須恵器出土。6・8トレンチ埋め戻し。

〔提り遺跡〕

7トレンチの土層断面図作成。写真撮影。3・4・6・7トレンチ埋め戻

し。12トレンチの掘り下げ完了。遺構・遺物なし。作業が2週間中断するた

め，各トレンチにシートをかける。

〔後回遺跡〕

1トレンチの土層断面図作成。写真撮影。

〔水口遺跡〕

1 . 2トレンチの土層断面図作成。写真撮影。

〔提り遺跡〕

9 • 10トレンチの掘り下げ。10トレンチの血層上面でピット状遺構検出。

11トレンチのE層掘り下げ。困層上面でピット状遺構検出。

〔後田遺跡〕

1トレンチ埋め戻し。調査終了。

〔水口遺跡〕

1 . 2トレンチ埋め戻し。調査終了。

〔提り遺跡〕

1・2・10・11トレンチのピット掘り下げ。11トレンチのピット内より獣

骨と土器出土。写真撮影。9. 12トレンチの土層断面図作成。写真撮影。

〔提り遺跡〕

1・11トレンチのピット掘り下げ。2. 10トレンチの遺構平面図・土層断

面図作成。写真撮影。

〔提り遺跡〕

1 . 11トレンチの遺構平断面・土層断面図作成。写真撮影。2. 10トレン

チ埋め戻し。

〔提り遺跡〕

1・11トレンチ埋め戻し。調査終了。機材・テント・プレハブ撤収。本日

をもって調査日程のすべてを完了。

- 3 -



第E章遺跡の位置と環境

喜界島は鹿児島本土から約375km，奄美大島から約42kmの北緯28度19分，東経130度に位置する洋

上に浮かぶ島である。 1島で 1町をなし，南東に長く 14km，北東部から南西部にかけてしだいに幅

を広げ，その周囲48.6km，面積約56krriである。

概して平坦な隆起珊瑚礁の島で，最も高い所は島の中央東側にある百之台で標高は224mを測

る。この百之台を中心に北西側へは緩やかに傾斜し，広い段丘地形が見られる。これに対して南東

部は急崖となり，海岸線にそってわずかな平坦地が見られるだけである。こうした地形のために，

河川の発達は乏しく，用水のほとんとマは地下水や湧水に依存している。

気候は亜熱帯性気候で年平均気温23
0

Cと，年間を通じて温暖である。年間の降水量は3，000mmに

達し，全島がガジュマル等の常緑樹に覆われている。

本島の基盤をなしているのは，新生代第三期鮮新世の島尻層で，琉球石灰岩，志戸桶層，隆起瑚

瑚礁，砂丘が上層を形成している。マージと呼ばれる暗赤褐色土壌が島の大部分を覆っている。

喜界島も他の大島群島の例にもれず， 13世紀からは琉球王朝， 17世紀からは薩摩藩の支配下に置

かれた。特に，薩摩藩の圧政には島民はおおいに苦しめられた。これ以前の時代については源氏や

平家にまつわる言い伝えや地名が残っている。大字湾坊主前には僧俊寛の墓と伝えられるものがあ

る。また志戸桶の「七城」ゃ早町の「平家森」は，平家の落人の残したものであると伝えられてい

る。小野津の「雁股の泉Jについては，源、為朝にまつわる伝説も残っている。

喜界島における考古学的研究は，戦前は三宅宗悦による湾貝塚・手久津久貝塚の報告がある。戦

後においては，昭和30年代の九学会連奄美大島共同調査委員会考古学班による分布調査が行われ，

荒木農道遺跡，荒木小学校遺跡，湾天神貝塚，伊実久厳島神社貝塚，七戸桶遺跡などが紹介されて

いる。

昭和61年には熊本大学によるハンタ遺跡の発掘調査が行われている。調査の結果，宇宿上層式期

の住居社群やかまど状遺構等11基の遺構が確認された。遺物は，面縄西洞式，喜式I式，宇宿上層

式等の土器，石斧，敵石，クガニイシ等の石器が出土している。同じく昭和61年には喜界町教育委

員会による先山遺跡の発掘調査が実施され，兼久式土器や貝斧などが報告されている。昭和63年に

は島中B遺跡の発掘調査が行われ，青磁や白磁，類須恵器等が出土している。平成 5年には，オン

畑遺跡、，巻畑B遺跡，巻畑C遺跡の調査が行われ，土師器，須恵器，類須恵器，鉄j宰等の出土が報

告されている。平成 6年にはウ川田遺跡の調査が行われ，青磁・白磁等が出土している。

今回の調査対象となった竿ク遺跡は，喜界町役場から南東に約 1kmの緩やかに上る傾斜地で，標

高約35mの畑に立地する。提り遺跡・後田遺跡・水口遺跡は島の北東部で早町港を南に望み，県道

喜界島循環線に沿って標高約50m前後の台地上に所在する。現況はいずれも畑である。

〔参考文献〕

喜界町教育委員会

喜界町教育委員会

喜界町教育委員会

喜界町教育委員会

『喜界島みである記j 1982 

『日本地名辞典j 角川書庖 1983 

「先山遺跡Jr喜界町埋蔵文化財発掘調査報告書(1)j 1987 
「島中 B遺跡Jr喜界町埋蔵文化財発掘調査報告書(3)j 1989 

「島中 B遺跡IIJ r喜界町埋蔵文化財発掘調査報告書(4)j 1989 
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第 1表周辺遺跡地名表(1) 

番号 遺 跡 名 p片 在 地 地形 時代 遺 物 等 備 考

伊実久良塚 伊実久伊林1，630 台 地 縄文晩期 獣宇宿骨上層式土器 ・石器・
「奄美自然、と文化」

1959.3発行

-2 荒木貝塚 荒木喜入山 平地 // 宇宿上層式土器 ・人骨 .". 

-3 湾 天 神 湾中間 3の2 台地 。 石斧 ・土器 ・骨片 ・貝類 // 

-4 七 城 志戸桶増ケダ189 平地 七城付近より土器 ・石器 .". 

-5 先 山 先山字蒲原 台地 古墳~平安 兼久式

-6 荒木小学校 荒木 砂丘 5ホ 生 宇宿上層式・石斧

7 赤 連 湾字赤連 縄 文 赤連式

-8 J¥ ン タ 西日字半田 台地 キ電 文 住居跡 昭和61年熊大発掘

-9 て心とρ 戸 キ雨 志戸桶字七城 台地 類須恵器完形5・石鍋

-10 志戸桶員塚 志戸桶

-11 平 家 盛 早町字上ヶ田 3番 山頂

-12 八幡神社境内 小野津 砂丘上 歴史~近世 壷須恵・器石双器耳骨小査・白磁
境内内の嗣に収められて
いる

-13 下回の滝周辺 伊実久 砂丘上 古墳~歴史 類須恵器

-14 大 城 久 伊砂 段E上 古墳~歴史 類須恵器量失 ・青磁・フイゴ羽口 .~~i宰
ウフグ、スク

-15 伊砂一帯 伊砂 砂丘上 弥生~ 石器・フイゴ羽口

-16 アギ小森田 坂嶺字アギ小森田 砂丘上 縄文~ 土式)器・類(面須縄恵東器洞式・嘉徳

-17 日リ 田 坂嶺字前田 丘陵上 縄文一歴史 土須恵器器(宇・青宿磁上層・陶式器) ・類

-18 上 砂 坂嶺上砂 段丘上 歴史一 類須恵器

-19 )11 堀 中能字川堀 段丘上 縄文~歴史 土須恵器器(宇・青宿磁上層・陶式器) ・類

-20 柏 毛 西日字柏毛 段丘上 古墳~歴史 類陶器須恵器 ・青磁 ・白磁 ・

-21 上 戸 間 西目字上戸間 段正上 歴史~ 類須恵器

-22 知無田 ・能田 大朝戸知無田 ・能間 段丘上 歴史一 類須イ恵器 ・青磁 ・石器 ・
フ ゴの羽口

-23 中 ム"~ 中熊 台地 歴史~近世 陶磁器 ・石器

-24 先 内 先内 段丘上 古墳~ 土器・陶磁器 ・石器

-25 島 中 島中 段丘上 古墳ー 類須イ恵ゴ器の ・青磁・石器 ・
フ 羽口

-26 浜 )11 正日 湾字赤連 石器
『

-27 総合グラウンド 湾久大真 砂丘上 縄文一 土貝殻器(嘉徳式)・土製品・ 中央公民館所蔵

一28 中里員塚 中里 砂丘上 古墳~
土員殻器 (兼久式)・石器 ・

-29 荒木農道 荒木 砂丘上 縄文一 玉人骨類 ・宇宿下層式員輪 ・
九学会調査団調査 ・埋葬
社

-30 手久津 久貝塚 手久津久 砂丘上 縄文一 石器 ・土器 包含層露出

-31 上 嘉 主失 上嘉鉄大供 砂丘上 縄文~ 層土式器)(・喜類念須I恵式器・他宇宿上 上嘉鉄小学校所蔵

-32 長 嶺 長嶺 段丘上 歴史 類須恵器 .?骨石製石鍋

-33 早町中 学 校 早町 砂正上 石器 (石斧 ・叩き石) 早mi町勇小水学校所蔵 ・標高10
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第2表周辺遺跡地名表(2)

番号 遺 跡 名 所 在 地 地形 時代 遺 物 等 備 考

-34 川 嶺グスク 川嶺 丘陵 歴 史

-35 坂 フじ 志戸桶字坂元 歴史~ 類石鍋須恵・器染め・付青磁 .i骨石製

-36 当 地 志戸桶字当地 丘陵 歴史~ 類玉類須恵器 ・滑石製石鍋・ 竹下軍陸氏所蔵

-37 振 )11 志戸桶字振川 砂丘上 土器・貝刃 ・員殻

-38 島 中 B 島中 台地 歴史一 類須恵器 ・白磁 昭和63年度発掘調査

-39 滝 )11 滝川 台地上 歴史一 類須恵器 ・白磁

-40 坂嶺 川 窪 坂嶺字川窪 砂丘上 歴史~ 類須恵器

-41 荒木海岸 荒木 砂丘上 古墳一 土器 (兼久式?)・員殻

-42 ヤス ガマ 喜界町ヤスガマ 城

-43 坂 フじ 坂元 城

-44 竿 ク 湾頭原竿ク 城 本報告書

-45 君 竹 湾頭原君竹 城

-46 池ノ底 B 小野津池ノ底

-47 巻 よ目 C 小野津巻畑 城

-48 オ ン t田 小野津オ ン畑 城

-49 受水， 嘉鉄 川

-50 穴 )11 

51 尾 )11 湾 台地 弥生一古墳

-52 馬ク ピリ 湾 台地 中 世

-53 71く 口 塩道 段丘上 中 世 本報告書

-54 後 田 塩道 段丘上 中 世 本報告書

-55 提 り 塩道 段丘上 縄文一中世 本報告書

-56 中 寺 島中 段丘上 縄文~中世

-57 前田マシ 島中 段丘上 縄文~中世

-58 目リ ヤ 島中 緩斜面 古墳~中世

一59 作 屋 下 島中 緩斜面 中 世

-60 ウ )11 田 島中 緩斜面 縄文一中世

-61 芋 田於さ 島中 緩斜面 中 世

-62 上 田 島中 緩斜面 縄文~中世

-63 向 田 島中 緩斜面 中 世

-64 目Ij 田 A 島中 段E上 中 世

-65 円IJ 田 B 島中 段丘上 中 世

-66 才 )11 島中 段正上 中 世

-67 ヨン半田ノ上 島中 段丘上 古墳ー中世

-68 マシヤダ 島中 段E上 京電 文
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第E章層 序

今回の調査区は標高30~50m の畑地に位置しており，いずれも天地返しと呼ばれる土の入替え を

受けている。そのため提り遺跡の一部を除き，ほとんどが遺物包含層まで削平されていた。

前章においても触れたように，本島における地質概要は，基盤層上に珊瑚礁や砂層が形成され，

暗赤褐色粘質土が薄く覆うというものである。塩道地区と湾頭原地区は直線距離で約 7km離れてい

るため若干の差異はみられるものの，基本的層序は概ね以下のとおりである。

I層 表土 (耕作土)。褐色もしくは茶褐色を帯び，厚さは

20~40cmで、ある 。 場所によって微細な珊瑚粒を含む。

I 

E 

E層 黒褐色の硬質粘土で，乾燥するとクラックが発達す

る。遺跡内では大部分が削平されており，一部のトレ

ンチと遺構内においてのみ確認された。須恵器，類須

恵、器，白磁， '{骨石製石鍋等の遺物包含層である。

皿

E層 暗赤褐色もしくは明茶褐色を呈する硬質粘土で， II層

同様乾燥するとクラックが発達する。島全域でみら

れ一般にマージと呼称、されている。

町層 基盤上に形成された砂丘に起因する乳白色砂質土であ

る。今回の調査では 湾頭原地区(竿ク遺跡)におい

てのみ確認された。

N 

V層 基盤上に発達した起伏に富む隆起珊瑚礁である。今回

の調査では，塩道地区 (提リ・後田・水口遺跡)にお

いてのみ確認された。

V 

第2図土層柱状図
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第N章発掘調査

第1節調査の概要

今回の調査区域は 島の南東と北西の 2地域に大きく分かれていた。そのため 発掘調査は当初

南東部の竿ク遺跡(湾頭原地区)から取りかかり，終了後北西部の塩道地区に移動するとともに

提リ・後田・水口の 3遺跡について平行して調査を実施した。

調査対象区はすべてサトウキピ畑もしくは牧草地であり，重機による表土削除の後，人力によっ

て掘り下げを行った。各トレンチは 2X5mを基準とし 地形や遺構・遺物の広がり等状況に応じ

適宜拡張・縮小して設定した。

第2節提り遺跡

塩道提りに所在する 。 調査対象区域の標高は51~54m で，周辺の地面から平均約 2mせり上がっ

た微高地上に広がる。遺跡自体は，島を構成している海岸段丘の縁付近にあり，海岸線からの直線

距離は約700mである。また，南西250mには平家落人の見張り台との言い伝えがある「平家森」が

存在する。

調査対象面積11，000m2に対し12本のトレンチを設定し (2X 5 mを基準)，検出遺構や出土遺物

の状態に応じて適宜拡張を行った。調査面積は145ばである。

1トレンチ

調査区南東寄りの畑地東隅，標高約51mに設定した。当初2X5mで設定したが，表土剥ぎの段

階で多数のピット状遺構(柱穴)を検出したため拡張し，最終的に約21m2 (3 X 7 m)について調

査を行った。 表土の厚さは20~40cmで，表土以下は皿層の暗赤褐色粘質土が検出された。 II 層は耕

作による削平で残存せず，遺構内においてのみ確認された。

1.遺構

柱穴 (第5図)

困層上面で，計34基検出した。 埋土は E層の黒褐色土である 。 平面プランは径18~42cmの円形も

しくは楕円形で，検出面からの深さは約10~50cmで、ある 。 建物跡は明確にできなかったが， P 3， 

22， 23， 27の底から根石と思われるサンゴ礁が出土している。P25 . P 26は他のピットと比較して

深く掘り込まれ(約50cm)，検出面から約30cmの深さまで大小の礁が埋め込まれていた。P25内か

らは砥石及び炭化物片が出土した。また P1， 3， 18， 33内からも須恵器・類須恵器・白磁・磨石

等の遺物が出土している。

2. 遺物 (第6・7図 1~20) 

前述したように，表土以下に遺物包含層 (ll層)は残存せず，遺物はすべて表土中もしくは遺構

内のみからの出土である。特に P1からは接合資料を含め14点の遺物が集中して出土した (1~ 

14) 0 1 ~ 8は須恵器であり，その良好な焼成状態から本土産の移入品と思われる。1は査の口縁

部で，その他はすべて肩部から胴部にかけての破片である 。 2~8 はいずれも外面に細かな斜位の

条痕タタキ，内面には同心円状タタキ目を残す。出土状況から考えて，これらは同一個体の可能性

もある。9. 10は類須恵、器で，小片のため器形等は不明である。10の外面に僅かに平行タタキ痕が

- 10 -



観察される 。 11~13は瓦器質の陶器である 。 11は査の頚部~肩部で，外面肩に調整痕がみえる 。 胎

土は淡灰褐色で，大部分剥落しているものの内外面に赤色顔料が僅かに残る。 12・13は胴部片であ

る。ともに内面は荒く，外面は丁寧に調整され， 11同様内外面に赤色顔料が施された痕跡がある。

14は口縁部が玉縁状を呈する陶器歪である。胎土は赤茶色で，口縁周辺に一部暗茶褐色の紬が残存

している。

15はP18内より出土した陶器碗である。強い熱を受けた形跡がみられ，粕は融解して内外面とも

に濁茶褐色を呈する。16はP3内出土の中国産白磁碗で，所謂玉縁口縁碗である。灰白色磁胎に黒

色微粒子が混入し，乳白色紬が施される。内外に貫入があり，玉縁上に紬垂れがみられる。玉縁は

やや太めで， 12世紀頃のものである。17は表土中で採集した白磁で，灰白色磁胎に乳白色粕が施さ

れる。外面は総紬で畳付と内面は露胎である。花生あるいは査の底部と思われる。

18・19はP25内出土の石器で， 19は砥石の破片である。18は安山岩， 19は砂岩製である。20はP

33内出土の磨石で，鼓石とも兼用している。

〈仁

第4図 提り遺跡施工前の区画とトレンチ配置図
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第 6図 提り遺跡 1トレンチ出土遺物(1) 
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第8図 提り遺跡2卜レンチ土層断面図・遺構配置図



2卜レンチ

1トレンチの20m北西の畑地に設定した。標高は約52mである。当初 2X4mで設定したが， 1 

トレンチ同様表土以下の皿層上面で多数のピット状遺構(柱穴)を検出したため 4X5. 3mに拡張

して調査を行った。 表土の厚さは20~40cmで，表土以下には困層の暗赤褐色粘質土が検出されたo

E層は耕作による削平で残存せず，遺構内においてのみ確認された。

1.遺構

柱穴(第 8図)

困層上面で，計36基検出した。 埋土は E層の黒褐色土である 。 検出面における径は10~90cm，深

さは 8~85cm を計る 。 掘り込みの状態から，これらは柱穴であると思われるが，建物跡は明確に把

握できなかった。形状としては，径が小さく浅いもの (p20， 23~26等)・径の割に深いもの (p

5 ~ P 8)・径の割に浅いもの (P3， 22， 27~29) ・径が大きく 2 段掘りのもの (P 1， 14) に概

略分類できる。P1は基盤の珊瑚塊を削って掘り込まれている。 P1や P14のような柱穴の形状か

ら判断して，かなり大規模な建物跡の存在が想定される。また P11， 22， 34， 35内からは遺物が出

土した。

2. 遺物(第9・10図 21~26) 

遺構内埋土 (ll層)及び表土中出土のもの計6点を図化した。21は表土中出土の須恵器片で，外

面に深い条痕タタキ，内面に同心円状タタキ目がみられる。ほぼ同様の破片が11トレンチの包含層

(ll層)より出土している (45)0 22は類須恵器の底部で， P 11内より出土した。内面に格子状タ

タキ目がみられる。23はP22内出土の青磁碗で，磁胎は灰褐色を呈する。器面の粕は内外ともに二

次的焼成を受けて著しく融解しているが，胴部に鏑蓮弁文が微かに観察される。13世紀頃の龍泉窯

系磁器と思われる。 24はP35内出土の滑石製石鍋で，外面は丁寧に研磨されている。底部である可

能性もある。25はP22内出土の磨石の破片， 26は表土中出土の石皿である。

。 5 cm 

24 

第9図 提り遺跡2卜レンチ出土遺物(1 ) 
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25 

lOcm 

26 

第10図 提り遺跡2トレンチ出土遺物(2)

3トレンチ (第11図 27) 

2トレンチの北西約30m，標高約52mの畑地に2.5x 5 mで設定した。地形は北に向かつて緩や

かに傾斜している 。 表土の厚さは15~35cmで，表土以下には皿層が堆積し，約20cm掘り下げたとこ

ろで北側部分に珊瑚塊が検出された。

困層上面で 4 基の柱穴と思われる遺構を検出した。径は18~20cm，深さは25~36cmで，埋土は H

層である。掘り込みはしっかりしているが，建物跡は明確にできなかった。また遺構内からの遺物

の出土はみられなかったが，表土中より類須恵器壷片 (27)が採集された。頚部に左下がりの平行

タタキ目が観察できる。
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第11図 提り遺跡3トレンチ土層断面図・遺構配置図・表層出土遺物



4トレンチ(第12図)

3トレンチの北西約60m，標高約52mの牧草地に 2X5mで設定した。表土の厚さは平均して約

20cmで、ある。表土以下には困層が堆積し，上面からは柱穴と思われる遺構を21基検出した(壁面で

確認されたものを含む)0 II層は遺構内においてのみ確認された。

柱穴の径は10-25cm，深さは 5-70cmで，特に P13， 16， 17は径の大きさの割に深く掘り込まれ

ている。明確な建物跡は把握できず，遺構内からの遺物の出土もみられなかった。

5トレンチ(第13図)

対象地北西端の畑地に 2X5mで設定した。標高は約52mである。地形は北に向かつて緩やかに

傾斜している。表土の厚さは15-20cmで，表土以下には皿層の堆積がみられ， II層は削平されて残

存しなし'0

困層上面からは柱穴と思われる遺構が2基検出された。径はとも lこ20cm，深さは10と15cmで、他の

トレンチのものと比較して浅い。埋土はE層で，遺構内から遺物の出土はみられなかった。

52.0m 

凹

第12図 提り遺跡4卜レンチ土層断面図・遺構配置図
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第13図 提り遺跡5，6トレンチ土層断面図・遺構配置図

6卜レンチ

3トレンチの北約30m，標高約51.5mの牧草地に 2X5mで設定した。表土の厚さは平均して約

22cmで、ある。表土以下には困層が堆積し，表土を剥いだ、時点で珊瑚塊が出土した。また上面からは

柱穴と思われる遺構を 6基検出した。遺物包含層である E層は遺構内においてのみ確認され，遺構

内より 4点の遺物が出土した。

1.遺構

柱穴 (第13図)

困層上面で計6基検出した。うち P5・P6 は切合い関係にある 。 径は10~20cm，深さは 6 ~50 

cmで， P1，2，4，5はほぼ同様の形態を呈し，他トレンチの柱穴の多くと比較して径・深さの割

合が大きい。遺構内埋土はE層で， P 1， 2内より遺物が出土している。

一 19-



2. 遺物(第14 ・ 15図 28~31)

28は表土を剥いだ際に困層上面で確認された。耕作により削平されたE層中に包含されていたも

のと思われる。白磁の玉縁日縁碗で，口縁部直下の外面に太い凹線を巡らすことで玉縁を強調して

いる 。 1 トレンチ出土のものと比較して玉縁が小さい。 11世紀末~12世紀前半の中国産自磁であ

る。

29・30はともに P2内より出土した。29は滑石製石鍋で，やや内写する口縁部をもっ O 外面は煤

により黒褐色を呈する。外面に縦方向，内面に横方向の調整痕が観察される。30は須恵器の胴部片

である。外市に太く深い斜位の条痕タタキ目が，内面には箆状工具によるナデ調整痕がみられる。

胎土や器面調整などから，他トレンチ出土の須恵器とは異なる窯のものと思われる。

31はP1内出土の磨石である。敵石，凹石とも兼用している。
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第14図 提り遺跡6トレンチ出土遺物(1) 
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第15図 提り遺跡6卜レンチ出土遺物(2)

7卜レンチ

6トレンチの南西約30m，4トレンチの南東約25mに2X 6 mで設定した。標高は約53mであ

る。表土を削除した時点で，皿層の明茶褐色土とともに基盤層の瑚瑚塊を検出した。n層は削平さ
れて残存しない。困層上面から遺構は検出されず，遺物の出土もみられなかった。

8卜レンチ(第16図)

4トレンチの南西約30m，5トレンチの東約25mに2X5mで設定した。標高は約53mである。

表土の厚さは20~25cmで，表土以下には皿層の堆積がみられ，他トレンチ同様 E 層は削平されて残

存しない。

困層上面からは柱穴と思われる遺構が 3 基検出された。 径20~30cm，深さは15~30cmで、ある 。 埋

土はH層で，遺構内から遺物は出土しなかった。

9トレンチ

8トレンチの南東約30mに2X5mで設定した。標高は約53mである。7トレンチと同じく，表

土を削除した時点で基盤層の珊瑚塊を検出した。表土以下は皿層で， n層は削平されて残存しな
い。皿層上面から遺構は検出されず，遺物の出土もみられなかった。
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第16図 提り遺跡8卜レンチ土層断面図・遺構配置図
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10卜レンチ (第17図

3 トレンチの南東約25m ，標高約52m の畑地に 2X5mで設定した。表土の厚さは10~20cmで、あ

る。表土以下には皿層が堆積し， 上面からは柱穴と思われる遺構を 4基検出した。遺構内の埋土は

はすべてE層である。

柱穴の径は15~50cm，深さは10~40cmで、ある 。 P 1は2段掘りになっており，他のピットも壁面

がしっかりと掘り込まれている。P 1内から須恵器， P 2内から類須恵器が出土したが，小片のた

め図化は行わなかった。32はP3内出土の類須恵器である。外面にタタキ目等の痕跡はなく，

に横方向の深い調整痕がみられる。
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第17図 提り遺跡10トレンチ土層断面図・遺構配置図・出土遺物
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11卜レンチ

lトレンチで遺構・遺物が集中して検出され，広がりを確認するため 1トレンチの東約20mに2

X5mで設定した。調査対象区である微高地の東端にあたり， トレンチの東側で急に落ち込む低い

崖状の地形となる 。 標高は約51m である 。 表土の厚さは30~20cmで，表土以下には唯一 E層が残存

していた。n層の厚さは 5~20cmで，最下面(困層上面)において23基の柱穴と思われる遺構を検

出した。n層中からは遺構内を含めて35点の遺物が出土した。
1. 遺 構

柱穴(第18図)

他のトレンチ同様困層上面で検出し，埋土はE層である。平面プランはほぼ円形もしくは楕円形

を呈し，径は15~40cm，深さは10~60cmで、ある 。 形状としては，比較的径が大きく深いもの ( P 2 

~ 4， 6， 11， 12)，径の割に非常に深いもの (P8， 20， 23)，その他の径・深さともに20cm前後

のものという概略3タイプに分類できる。各タイプに属するピットのサイズが，ほほ同様である点

が興味深い。これらの大部分は柱穴と思われるが，狭い範囲の トレンチのため建物跡は把握できな

かった。P2内からは，検出面から深さ 9~20cmにかけて，獣骨(牛肋骨)及び斐形土器片が出土

した。これらについての詳細は次項及ぴ第刊章で詳述するが，この土器が蔵骨器であるとすればP

2は埋納を目的として掘られた可能性がある。その他P3， 7， 11内からも遺物が出土している。

5l.20m 

P18 

2m 

、??Q1

。一-

⑭

¥
 

。Z
O，C，: 。P1

P 1 P 4 P7 P8 pg P10 

5l.0m 

P12 P11 

ー
P13 

P18 

5 
ミsj

P19 

蕊機
P20 P21 P22 P23 

、0，

-0-

-O:CZ;・
~O;g 

P8(\)~. ~ .:⑪:: 

P20 

/()/ 

--ð~ 
P6 P5 

P 14 P15 

》蕊蕊ミ選、》誌 WWU

P16 P17 

第18図 提り遺跡11卜レンチ土層断面図・ 遺構配置図・遺物出土状況
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2. 遺物

遺構内及び包含層出土の遺物35点のうち，実測可能な28点を図化した。以下，遺構内・包含層に

分けて，それぞれより出土した遺物について述べていく 。

P 2内出土遺物 (第20・21図 33~35) 

33は内面に布目圧痕をもっ土器で，胎土は小石を多く含む。小片のため器形は不明である。34は

須恵器と思われる。外面に短い平行タタキ，内面に横方向のナデ調整痕がみられる。胎土中に大粒

の長石が多く含まれる。焼成はかなり粗いが，断面に類須恵器特有の酸化による赤褐色部分は観察

されない。35は獣骨に共伴して出土した斐である。破

⑭ 

51.0m 

。 5 cm 

片が完全に接合しなかったため各部の大きさは推定で

あるが，口径・底径ともに22cm，器高28cm，胴部最大

径32cmを計るものと思われる。底部は中心で肥厚し，

やや上げ底である。頚部の付け根と底部付近に，同じ

穿孔具によるものとみられる径 3mm の孔が穿たれてい

る。器面は内外とも全体に凹凸があり，指頭による押

圧成形の後ナデ調整を施した形跡がみられる。特徴的

なのは，胎土に石英・長石・金雲母等のほかに滑石が

混入する点である。形態的には琉球文化圏に広く分布

するグスク土器の範障に属する。

第19図 提り遺跡11卜レンチP2遺物出土状況
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34 

第20図 提り遺跡11卜レンチP2内出土遺物(1 ) 
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。 10cm 

第24図 提り遺跡11トレンチP3内出土遺物(2)

その他の包含層出土遺物(第25・26図 42~60) 

42~45は須恵器である 。 42は査の口縁部である 。 42 ・ 43は胎土や焼成の具合が，前述の34 ・ 38 ・

39と類似し，特に43はそれらと同一個体の可能性がある。44は外面に交差する平行タタキ，内面に

同心円状タタキ目をもっo 45は前述した 2 トレンチ表層出土の21 と同種のものである 。 46~51 は類

須恵、器である。46・47はともに外面に綾杉状タタキ目をもち，内面は格子状タタキのナデ消しがみ

られる。さらに内面の還元焼成が不十分な点も共通している。51は査の肩部と思われる。ナデ消さ

れて不明瞭で、あるが，外面に斜位の平行タタキ，内面に格子状タタキ目がみられる。52は滑石製石

鍋の口縁部で，かなり大きな角度で内写する。53はP2内出土の35と同様の，内面に布目圧痕をも

っ土器の口縁部で，胎土・色調は似るが，布目が若干異なる。54は土器の一部と思われるが，不明

である。把手のようにもみえる。赤褐色を呈し，胎土はきめが細かい。55・56は同一個体と思われ

る淡茶褐色の土器片である。傾きについては正確でない。胎土は粗く，小石を多量に含む。湾曲し

た器壁の印象から，グスク土器の器種のひとつである石鍋模倣土器の可能性もある。57は陶器片で

ある。茶褐色の胎土で，磁器のように硬く焼成されている。

58~60は磨石である 。 すべて安山岩を利用したもので， 58・60は敵石とも兼用している。

12トレンチ

遺跡の広がりを確認するため， 2トレンチの北約20mに2X4mで設定した。標高は約51mであ

る。表土を20cmほど剥いだところで珊瑚塊を検出した。n層は削平されて残存せず，遺構・遺物も
確認されなかった。

- 27 -
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第26図 提り遺跡11トレンチ包含層 (TI層)出土遺物(2)



第3表提り遺跡出土遺物観察表(1) 

挿番号図 ト番レ号ンチ 番遺物号 層 器 種 部位 胎土等 調整 文様 色 調 焼成 f庸 考

6 1 l E 須恵器壷 口縁 長き石めが・細石英かい 調内整・外面ともに回転ナデ 淡青灰色 良 P 1 

2 E 須 ，言l!..王、 器 胴部 長き石めが・細石英かい 外内・条同心痕タタキ円状タタキ 淡青灰色 良 P 1 

3 E 須 恵 器 胴部 長き石めが・細石英かい 外内 -条同心痕タタキ円状タタキ j炎青灰色 良 P 1 

4 E 須 恵 器 胴部 長き石めが・細石英かい 外内 条同痕心円タ4タ犬キタタキ 淡青灰色 良 P 1 

5 E 3頁 ，言~ヨム、 器 胴部 長き石めが・細石英かい 外内 ・条同痕心タタキ円状タタキ 淡青灰色 良 P 1 

6 E 須 言パこ王A、 器 肩部 長き石めが・石細英かい 外内-条同痕心タタキ円4犬タタキ 淡青灰色 良 P 1 

7 E 須 恵 器 肩胴部一 長き石めが・細石英かい 外内 -条同痕心タタキ円状タタキ 淡青灰色 良 P 1 

8 E 5頁 恵 器 胴部
ト一一一一

長き石めが・細石英かい 外内 -条同痕心タタキ円j犬タタキ 淡青灰色 良 P 1 

7 9 E 類須恵器 胴部 長石 ・石英 外内平回行転ナタデタキ(ナデ消) 青灰色 立回立 P 1 

10 E 類須恵器 胴? 長石 ・石英 外内ナ回転デナデ 青灰色 立目主 P 1 

11 E 瓦質土器査 頚部 長石 ・石英 外面に工具ナデ痕 淡灰褐色 立E立ヨ P 1 赤内外色面顔料に

12 E 瓦質土器 胴部 長角石閃石・石・英小石
内・外面ともに横方向の 外内 灰淡褐赤褐色色 粗 P 1 赤内外色顔面料に
ナデ

13 E 瓦質土器 胴部 長角石閃石・石・英小石
内・外面ともに横方向の

外内 灰淡褐赤褐色色 粗 P 1 赤内色外顔面料にナデ

14 E 陶 器 斐 口縁 赤茶色 玉縁口縁 暗茶褐色柚 良 P 1 

15 E 陶 器 碗 口縁 灰白色 二よ次り不的焼明成に 立日立 P 18 

16 E 白 磁 碗 口縁 灰白色 玉縁日縁 乳白色紬 良 P 3 

17 表 白 磁 底部 灰白色 乳白色紬 良

9 2 21 表 5頁 言ベム王、 器 肩? 長角石閃石・石英・ 外内 条同痕心円タ条タキタタキ 外内 緑灰灰褐色色 良

22 E 類須恵器 底部 長石 ・石英 外内格平子行状タタタキタキ(ナデ消) 青灰色 立日立 P11 

23 E 三円金三 磁 碗 口縁 灰褐色 鏑蓮弁文 二よ次り不的焼明成に 良 P 22 竜泉窯系

24 E 石 鍋 底? 滑石 外面は研磨調整 暗銀色 P 35 

11 3 27 表 類須恵器 頚部 長石 外内平回転行ナタデタキ(ナデ消) 外内 濃淡青青灰灰色色 立目立

14 6 28 E 白 磁 碗 口縁 灰白色 玉縁日縁 乳白色紬 良

29 H 石 鍋 口縁 i骨石 磨内調・外整面ともに丁寧な研 青銀色 P 2 

30 E 須 恵 器 胴部 長角石閃石・石英・ 外内 工条痕具ナタデタキ 灰白色 良 P 2 

17 10 32 H 類須恵器 胴部 長石 ・小石 外内 :タタキのナデ消?
:回転ナデ

j農青灰色 立回立 P 3 

20 11 33 E 布目圧痕土器 胴? 石長石・雲・石母英・小・石角閃 外内布ナデ目圧痕 外内 灰茶褐褐色色 粗 P 2製塩土器?

34 E 須 恵 器 胴部 長む石を多く含 外内平回転行ナタデタキ(ナデ消) 淡青灰色 粗 P 2 
ト一一一一一一一

21 35 E グスク土器 長雲石母 ・・ 石滑石英 ・ 外内 : 押押圧， 工ナデ
圧， 具ナデ 暗茶褐色 良 P 2 蔵骨器つ

卜一一一一一一一

23 36 E グスク土器 肩? 長雲石母 ・・ 石滑石英 ・ 暗茶褐色 良 P 3 

37 E 須 言パニ王ー、 器 胴部 長雲石母 ・石英 ・ 外内 綾同杉心状円状タタタキタキ 青灰色 良 P 3 

38 E 須 恵 器 月岡部 長む石を多く含 外内平回行転ナタデタキ(ナデ消) 淡青灰色 キ1 P 3 

39 E 須 言べZ王U 器 胴部 長む石を多く含 外内平回行転ナタデタキ(ナデ消) 淡青灰色 粗 P 3 

40 E 須 曹、 器 底部 長石・角閃石 外内・:格回子転状ナタデタキ(ナデ消) 灰褐色 良 P 3 

- 30 -



第4表提り遺跡出土遺物観察表(2)

挿番号図 ト番レ号ンチ 遺番号物 層 器 種 部位 胎土等 調整・文様 色 調 焼成 {蒲 考

25 11 42 E 須恵器壷 口縁 長む石を多く含 内・外ともに回転ナデ 淡青灰色 粗

43 E 須 ，言じ歪，、 器 胴部 長む石を多く含 外内 :タタキのナデ消?:回転ナデ
淡青灰色 キ且

44 H ヲ頁 言，じヨρf 器 胴部 長雲石母・角閃石・ 外内・平同心行タタキ円j犬タタキ 淡灰褐色 立目立

45 E 須 恵 器 胴部 長角石閃石・石英・ 外内・条同痕心タタキ円状タタキ 外内 緑灰褐灰色色 粗

46 E 類須恵器 肩? 長石・角閃石 外内 綾格子杉状状タタタタキキ(ナデ消) 外内 青赤灰茶色褐色 粗

47 E 類須恵器 胴部 長石・角閃石 外内綾格子杉状状タタタタキキ(ナデ消) 外内 青赤灰茶褐色色 立E立ヨ

48 E 類須恵器 月間部 長角石閃石・石英・ 外内平回行転ナタデタキ(ナデ消) 暗青灰色 立E立ヨ

49 E 類須恵器 胴部 長石 外内格ナ子デ状タタキ(ナデ消) 青灰色
立回立

50 E 類須恵器 月同部 長石 タ内4:: 格綾杉子状状タタタタキキ ~ ナナデデ消消~ 青灰色 立回立

51 E 類須恵器 肩部 長石 タ内ト 綾格杉子状状タタタタキキ ~ ナナデデ消消~ 青灰色 立目立

52 E 石 鍋 口縁 i骨石 調内整・外ともに丁寧な研磨 青銀色

53 E 布目圧痕土器 口縁 長石石・雲・石母英・小・角石閃 外内 布ナデ目圧痕 明茶褐色 キ宜 製塩土器?

54 H 不 明 把手 長石 ・雲母 ナデ・押圧 赤褐色 立国立

55 E グスク土器? 胴部 雲長石母 ・・小石石英 ・ 外内粗ナデいナデ j炎茶褐色 粗 石鍋摸倣土器?

56 E グスク土器? 胴部 長雲石母・・小石石英・ 外内粗ナデいナデ 淡茶褐色 粗 石鍋摸倣土器?

57 H 陶 器 胴? 茶褐色胎土 外内ナ回転デナデ 外内 赤淡茶茶褐褐色色 硬 琉球焼?

第5表提り遺跡出土石器計測表

挿番 号図 番トレン号チ 遺番 号物 層 器 種 石材
長さ 中国 厚さ 重さ

備 考
cm cm cm g 

7 18 H 磨 石 安山石 ( 5.3) ( 3.5) 3.8 80 P 25 

19 E 石氏 石 砂岩 (11. 8) 4.4 ( 3.2) 1，830 P 25 

20 E 磨石・敵石 安山石 16.5 12.0 6.5 400 P 33 

10 2 25 E 磨 石 安山岩 (10.5) ( 5.4) ( 4.4) 324 P 22 

26 表 石 皿 イ十じ岡山石山 18.2 ( 8.5) 5.8 1，080 

15 6 31 E 
磨石 ・敵石

安山岩 9.8 8.0 3.4 320 P 1 
凹 石

24 11 41 H 磨 石 安山岩 (15.3) (13. 0) 6.4 1， 730 P 3 

26 58 E 磨石・敵石 安山岩 (18.5) (17.0) 10.2 1，560 

59 H 磨 石 安山岩 (20.3) (12.4) ( 6.2) 740 

60 E 磨石 ・鼓石 安山岩 (22.5) ( 8.1) 15.3 1，300 
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第27図 提り遺跡施工後の区画と遺跡の範囲
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第3節後田遺跡(第3図・第28図)

塩道字後田に所在する。提り遺跡の南東約200m 微高地斜面に聞かれた標高51mの畑地に位置

し，提り遺跡と水口遺跡のほぼ中間にある。対象地は海岸段丘上の縁部にあたり，微高地を挟んで

遺跡の北側約80mから段丘崖が落ち込みはじめる。

トレンチは対象区のほぼ中央に 1本 (2X 3 m)設定した。表土の厚さは約20cmで，以下の田層

(マージ) を20cm掘り下げたところで隆起瑚瑚の基盤が検出された。II層の黒褐色土は耕作による

削平のためか残存せず，遺構・遺物は確認されなかった。調査対象面積400m2に対し，調査面積は

6 m2で、ある。

第4節水口遺跡(第3図・第28図)

塩道字水口に所在する。後回遺跡の東約200mに位置し，提り遺跡からの直線距離は約400mであ

る。対象地は後田遺跡と同じく海岸段丘縁部微高地の内陸側裾部分に立地し，標高は約47mであ

る。現在は畑地として利用されている。調査区域が東西に細長いため 東側及び西側にそれぞれ

1本ずつ 1， 2トレンチ (2X5m， 2 X 6 m) を設定した。調査対象面積1，400m2に対し，調査

面積は22m2である。

1トレンチは表土を20cm掘り下げたところで困層の暗赤褐色土が検出され，遺物包含層であるE

層は耕作等によって削平されていることが判明した。困層を約20cm掘り下げると部分的に隆起瑚瑚

塊が検出された。

2 トレンチは表土 (10~20cm) と困層との聞に 微細な珊瑚片を含む茶褐色土層と珊瑚片を含ま

ない同色層とが存在し (20~30cm)，以下は瑚瑚の基盤が現れるまで、約10cmの厚さで困層が堆積す

る。この間層は， 皿層を起源、とする耕作土もしくは客土と考えられ， 1トレンチ同様E層は残存し

ない。

2トレンチともに遺構・遺物は確認されず 分布調査時に採集された遺物は客土中に混入し

あるいは天地返し等の耕作によって消失したと考えられる H層中に含まれていた可能性たものか，

がある。

¥/ ν V  

'151. Om 
I _ 1 

1後四遺跡
皿 11卜レンチ北壁

一一一一~ー\でー一一一一 一 一ー一一一 ー 」
珊瑚塊

¥/ V V v - ， 
I 47.4m 

ー

1 I 
l水口遺跡

'm ~1 卜レンチ北壁
一一一 目ー← 目一一 -一一 目

2 m 

水口遺跡
2トレンチ北壁

、 v
V v v 

-~ I v 卜47・4m

茶褐色土(珊瑚粒混入) 一寸
茶褐色土 目

一一一ー~τ 一一一

第28図 後田遺跡・水口遺跡卜レンチ土層断面図
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第5節竿ク遺跡(第29図・第30図)

湾頭原字竿クに所在する。島の表玄関である喜界空港・湾港の南東約1.500 mの台地上に位置し

ている。対象地は町道に挟まれた標高30.3~30. 5 mの平坦な畑地で，調査対象面積約1，300m2に対

し3本のトレンチを設定して調査を行った。調査面積は30m2で、ある。

1 トレンチは対象区北西の町道交差点に近い畑地に 2X5mで設定した。 表土 (20~30cm) 以下

は困層の暗赤褐色強粘質土(約60cm)が堆積し，以下には町層の乳白色砂質土がみられた。対象地

の200m北には大規模な砂採取場があることから，周辺の台地は砂丘上に形成されていると考えら

れる。

2トレンチは 1トレンチの南東約80mに設定した (2 X 6 m)。層序は，厚さは異なるものの 1

トレンチとほぼ同ネ柔であった。

3トレンチは 2トレンチの東約50mに設定した (2X4m)o表土下のE・町層間に茶褐色の砂

質層がみられ，各層の堆積状態も 1・2トレンチと比較してやや乱れているが， これは水成作用に

よるものと思われる。

各トレンチとも包含層に相当する黒褐色粘質土 (ll層)は検出されず 遺構・遺物も確認されな

かった。付近の畑はサトウキピが栽培されており 天地返しによる土層の撹乱が行われている。分

布調査時の採集遺物は耕作土中からのもので 対象区内に遺跡が存在していたとしても現在は失わ

れた可能性がある。

30.3m 

1卜レンチ北壁

一一 ーー -ー ー一 一一一 ー一一 一 一一ー一一一 一一一 皿

N 

2 m 

竺?と三千九一壁

第29図 竿ク遺跡トレンチ土層断面図
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第V章ま と め

今回調査の4遺跡のうち，後回遺跡，水口遺跡，竿ク遺跡については調査区内に遺物包含層は確

認されなかった。耕作等による削平が行われたか もしくは客土中の遺物が分布調査時に発見され

たものと考えられる。堤り遺跡については 調査区内に設定したトレンチから遺構・遺物が検出さ

れた。以下に堤り遺跡の調査成果について 詳細を述べてみたい。

遺構について

設定した12のトレンチのうち 9ヵ所において，ビ ット状遺構が確認された。分布状況としては遺

跡の東側寄りのトレンチに比較的集中する傾向がみられ，遺跡、の主体部が左側のやや低位 (50m前

後)の地域にあることが想定される。これらの大半は，検出状況や断面の形状から掘立柱建物の柱

穴と思われるが，確認調査という制限された面積での調査であるため，建物跡や広がり等遺構の性

格については十分に把握できなかった。ただ2トレンチ P1， P 14のように検出面での径が 1m近

く，深さも80cmを越えるような(柱木の想定径約20cm)柱穴の存在は，この地域にかなり大規模な

建造物を含む建物群があったことを裏付ける。なお遺構の時期については，総括の項で触れたい。

遺物について

包含層の大部分が削平されていたため，出土遺物の大半は遺構内からのものである。総計約100

点のうち，本書では60点を図化した。主体となるものは須恵器及び類須恵器であるが，他に特徴的

な遺物としては玉縁日縁白磁碗，滑石製石鍋，獣骨を伴う斐などが出土した。

須恵器については， 1トレンチ (P1 )及び6トレンチ (P2)から比較的大きな破片が検出さ

れた。 1トレンチの P1には特に集中してみられ，綴密な胎土，硬質な焼成状態，外面の浅く交差

する条痕タタキ，内面の同心円状タタキ等の特徴をもっo 6トレンチのものは厚手で，焼成状態は

やや軟質，外面に深い斜位の条痕タタキ，内面にはヘラ状工具によるナデ痕が観察される。また11

トレンチからは胎土に多量の長石を含むものが出土している。本遺跡出土の須恵器は以上の 3タイ

プに概略分類されるが，これらは少なくとも別々の窯で焼かれたものであろう 。県下ではこれまで

に川内市鶴峯窯跡群，金峰町荒平窯跡群など5ヵ所の須恵器古窯跡が知られており，いずれも10世

紀以前の古代に位置づけられている(?本遺跡出土の須恵器は，類須恵器や玉縁日縁白磁碗との共伴

関係から12世紀前後の時期が想定される。同時期の窯としては，近圏では熊本県球磨郡下り山窯跡

が挙げられる。この窯跡は伊仙町カムイヤキ古窯跡との関連も指摘されており(?)本遺跡の出土遺物

も含め，今後相互関係を検討してゆく必要がある。

次に類須恵器について考察してみたい。南西諸島に広く分布するこの陶質土器に関しては，以前

から数名の研究者によって調査研究がなされてきたが， 1985年の伊仙町カムィヤキ古窯跡の調査に

よって，その様相解明に大きな前進を遂げた。喜界町内でもこれまでに数多くの出土例が報告され

ており，平成4年度調査のオン畑遺跡では完形の査が出土している(?また大正初期頃，志戸桶字七

城の畑から 5個の完形査が滑石製石鍋とともに発見されたという記録がある(:)本遺跡出土の類須恵

器は小片が多いものの，殆どが査の破片と思われる。器面調整は外面に綾杉状もしくは平行タタ
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キ，内面に格子状タタキもしくはタタキのナデ消しが中心で，以前から一般的類須恵器とされてい

た箆描波状沈線文をもっタイプはみられない。これらはカムィヤキ古窯跡における査C類に比定で

きるが，カムィヤキ古窯の類須恵器がすべての類須恵器を包括するものではないという指摘もあ

り(f)現段階では「同様のタイプ」という範囲毒に止めておきたい。

11トレンチのP2より出土した斐 (巻頭図版参照)は，沖縄本島を中心としたかつての琉球文化

圏に広く流通した所謂グスク土器である。グスク土器については，沖縄県の研究者により分析 ・研

究が進んでいる 。 この土器は，貝塚時代からグスク時代への転換期(lO~12世紀頃)に滑石製石鍋

や須恵器査の影響を受けて成立し， 14世紀後半~15世紀前半に明との進貢貿易開始に伴う陶磁器流

入によって消滅していったとされているt)この査は，頚部から口縁部にかけてわずかに外反しつつ
立ち上がり，胴中央部付近に最大径をもっ平底土器で，沖縄県那覇市ヒヤジョー毛遺跡(鉢形土器

(7) 

田類)~6 ) 同玉城村糸数城跡 (査形土器 C 類)等に類例がみられる 。 胎土に滑石を含む点が特徴的で
あるが，ヒヤジ、ョー毛遺跡出土の滑石製石鍋模倣土器について同様の報告がある(:また共伴してウ

シの肋骨(第VI章参照)が出土していることから，この土器は風習的もしくは祭紀的な蔵骨器であ

る可能性があるが，正確な判断を下すには類例の検討を慎重に行う必要がある。いずれにしてもグ

スク土器の中では特殊な部類に属するものと言えよう。

j骨石製石鍋はわずか2点の出土で，いずれも小片であるが，明瞭に内湾する口縁部に特徴がみら

れる。これは森田勉氏の編年に従えばB類-1，木戸雅寿氏の案では皿a類に比定され，ともに12

世紀初頭~13世紀前半に位置づけられる(Y 前述の志戸桶字七城より類須恵器とともに出土した石鍋
も同タイプに属する。その他に製塩との関係が指摘される布目圧痕土器イ)滑石製石鍋模倣土器の

一部と思われる破片も出土しているが，いずれも小片のため今回は言及を避けたい。

総 括

今回の堤り遺跡の調査は，狭い面積と少ない遺物量にもかかわらず，いくつかの興味深い成果を

もたらした。これまでに南西諸島全般において指摘されていた類須恵器，滑石製石鍋，玉縁口縁白

磁の共伴関係が本遺跡においても確認された。類例に乏しい蔵骨器としてのグスク土器の存在や，

本土産須恵器と上記の遺物との共伴関係なども注目すべき事例である。またカムィヤキ古窯と下り

山窯は，窯の形態や遺物の器種 ・器形，玉縁日縁白磁の共伴等多くの共通点が指摘されていたが，

今回の調査結果はその可能性を裏付けるとともに，南島と九州本土との交流様相の一端を窺わせる

ものとなった。

遺構の時期については遺構内遺物から判断するのみであるが，ビット状遺構という性格上流入の

可能性も否定できない。須恵器を下り山窯の関連で古代末，鍋蓮弁文青磁を13世紀とすれば，遺物

包含層としての E層の年代幅は少なくとも 11~13世紀となり，カムィヤキ古窯群の熱残留磁気測定

結果とも一致する。また遺構内遺物からみれば，口縁が内湾する滑石製石鍋と玉縁日縁白磁の共伴

から，ほぼ12世紀前後と位置づけられるのではないか。

喜界島は南島の中でも滑石製石鍋が集中する点など以前から注目されていたが，今回のまとまっ

た本土産須恵器の出土や特徴的なグスク土器の存在が，この島の南島における特異性をさらに印象

づける結果となった。行政区分の「南島」ではなく，沖縄も含めた地理学上の「琉球弧」という視
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点からみても，その西端にあたる本島が西の玄関口もしくは本土との「ジヤンクション(交流点)J

としての役割を担っていた可能性は十分に考えられる。

〔注〕

(1)船山 良一 ・松元敏三・池田条史 『須恵器集成図録』 第 5巻西日本編雄山閤 1996 

(2) 伊仙町教育委員会 「カムィヤキ古窯群1J r伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書(3)J 1985 
伊仙町教育委員会 「カムィヤキ古窯群nJ r伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書(5)J 1985 
(3) 喜界島教育委員会 「オン畑遺跡・巻畑B遺跡・巻畑C遺跡・池ノ底散布地」

(4) 喜界島教育委員会

(5)安里 進

(6) 那覇市教育委員会

(7) 玉城村教育委員会

(8)木戸雅 寿

(9) 松山町教育委員会

『喜界町埋蔵文化財発掘調査報告書(5)J 1993 

「喜界島みである記J 1982 

「各地の土器様相 沖縄Jr概説 中世の土器・陶磁器J 真陽社 1995 
「ヒヤジョー毛遺跡、Jr那覇市文化財調査報告書第26集J 1994 
「糸数城跡Jr玉城村文化財調査報告書第 1集J 1991 
「石鍋Jr概説 中世の土器・陶磁器』 真陽社 1995 
「井手間遺跡・山ノ田遺跡Jr松山町埋蔵文化財発掘調査報告書(3)J 1989 
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第VI章提り遺跡出土のウシの遺体

鹿児島大学農学部 西中川 駿

提り遺跡は，大島郡喜界長湾頭原及び塩道地区の県営畑地帯総合土地改良事業に先駆けて調査さ

れた四遺跡のうちの一つである。喜界町が主体となり ，県立埋蔵文化財センタ ーの指導の下に発掘

調査が行われた結果， 11トレンチの P2内より動物遺体が検出された。

動物遺体はウシの肋骨で，細かく砕かれた骨片等数十点が検出されている。肋骨は左右のもので

前位から後位にかけてみられ，いずれも成午の同一個体のものと推定される(図版)。

中世の時期のウシの出土は全国的に数多くみられ，筆者らの調査では，九州でもおからの出土例

がある。奄美諸島からは長浜兼久遺跡や宇宿貝塚からの報告例はあるが，時代は確定されていな

し¥0

提り遺跡出土のウシの肋骨は，現代和牛のものより小さく，我が国の在来牛である口之島野生牛

と同じ大きさである。このウシが口之島野生牛と同じ体高を有したとすれば， 110~ 115cmで、あった

ことが想像される。

〔図版〕

ウシの肋骨(1 ~ 5 ) 
1 -.. 3 :前位の肋骨
4-..5:中，後位の肋骨
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図版
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図版 1

提り遺跡遠景

提り遺跡 1卜レンチ

提り遺跡 1トレンチ

p25 



図版2

提り遺跡2卜レンチ

- 41 -

提り遺跡2卜レンチ

P14断面



図版3

提り遺跡3卜レンチ

提り遺跡4卜レンチ

提り遺跡5卜レンチ
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図版4

提り遺跡6卜レンチ

提り遺跡8トレンチ

提り遺跡10卜レンチ

43 



- 44 -

図版5

提り遺跡11トレンチ

向上
柱穴近影



図版6

後田遺跡近景

水口遺跡2トレンチ

隼ク遺跡 1卜レンチ
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図版7
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図版8

30 32 
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図版10

18 25 31 

20 26 41 
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喜界町埋蔵文化財発掘調査報告書(6)

県営畑地帯総合土地改良事業(塩道 ・湾頭原地区)に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書

提り遺跡・後回遺跡
みず ぐち

水口遺跡・竿ク遺跡
1996年3月

喜 界町教育委 員 会

鹿児島県大島郡喜界町湾61番地
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